
(旧)
北
小
跡
地
利
用
に
つ
い
て

こ
の
件
は
、
行
政
の
専
決
事

項
で
議
会
が
関
与
で
き
な
い
。

議
会
は
県
に
対
し
意
見
書
を

出
し
て
い
る
。
特
別
支
援
学
校

は
了
解
を
得
ら
れ
た
と
解
釈
。

住
民
交
流
施
設
は
町
有
か
。

県
の
学
校
施
設
。
使
用
貸
借

契
約
か
、
使
用
許
可
に
す
る
か
、

今
後
詰
め
て
い
く
。

無
償
貸
借
の
契
約
の
年
限
は
。

土
地
の
使
用
貸
借
に
つ
い
て

は
10
年
間
、
異
議
が
無
け

れ
ば
も
う
10
年
と
考
え
て

い
る
。

住
民
交
流
施
設
の
設
計

施
工
、
他
の
施
設
の
設
計

施
工
は
。

平
成
22
年
２
月
く
ら
い

に
竣
工
。
23
年
４
月
か
ら

全
面
開
校
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

住
民
の
税
金
を
使
う
の

だ
か
ら
、
費
用
対
効
果
の

説
明
を
す
る
の
は
行
政
の

責
任
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
説
明
会
で
は
、
ほ
と

ん
ど
意
見
は
出
て
い
な
い
。
基

本
的
な
こ
と
は
変
更
せ
ず
広
報

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

住
民
と
の
検
討
会
や
ア
ン
ケ

ー
ト
は
参
考
に
な
る
の
で
は
。

教
委
で
決
め
た
基
本
的
考
え

方
が
覆
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
う
考
え
は
な
い
。

生
徒
や
保
護
者
か
ら
弁
当
を

持
参
し
た
い
と
い
う
声
に
は
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

全
員
給
食
で
あ
る
の
で
家
庭
か

ら
の
弁
当
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

小
学
校
給
食
も
視
野
に
入
れ
、

近
隣
市
町
と
共
同
で
セ
ン
タ
ー

方
式
を
採
用
す
れ
ば
費
用
を
抑

え
た
給
食
が
で
き
る
の
で
は
。

広
域
で
は
簡
単
に
合
意
で
き

な
い
し
、
前
に
進
む
の
は
大
変
。

東
部
コ
ミ
セ
ン
住
民
懇
談
会

▼
お
も
な
意
見

(旧)
北
小
跡
地
の
進
捗
状
況
が

聞
こ
え
て
こ
な
い
。
県
へ
の
無

償
貸
与
に
対
し
て
、
町
へ
の
見

返
り
は
？

子
ど
も
の
将
来
、
自
立
の
事

を
考
え
る
と
就
労
施
設
の
方
が

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

二
子
に
来
な
い
コ
ミ
バ
ス
に

税
金
を
使
う
の
は
無
駄
。

委
員
会
と
し
て
独
自
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
検
討
な
ど
。

南
部
コ
ミ
セ
ン
住
民
懇
談
会

▼
お
も
な
意
見

特
別
支
援
学
校
の
開
校
に
至

っ
た
経
緯
が
分
か
ら
な
い
。

コ
ミ
バ
ス
は
、
狭
い
町
域
を

考
え
る
と
不
要
だ
と
思
う
。

タ
バ
コ
、
犬
の
糞
、
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
の
問
題
は
、
議
員
立

法
で
罰
金
を
課
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
被
害
が
心
配
。
近
隣
工

場
か
ら
の
ば
い
煙
や
悪
臭
な
ど
、

町
で
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
は
。

県
道
に
歩
道
が
少
な
く
交
通

量
の
多
い
通
学
路
は
危
険
。
歩

道
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。
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(旧)
北
小
跡
地
利
用
に
つ
い
て

■
６
月
25
日
開
催

Ａ ＱＡ

Ａ

Ａ

ＱＡＱＡ Ｑ

Ａ

Ｑ危
険
な
横
断
の
改
善
を

Ｊ
Ｒ
土
山
駅
西
踏
切
の
県
道

別
府
平
岡
線
と
町
道
古
宮
土
山

線
の
交
差
部
分
は
、
現
在
、
隣

接
す
る
三
角
地
の
住
人
と
の
立

ち
退
き
交
渉
が
う
ま
く
い
か
ず

棚
上
げ
と
な
り
、
道
路
改
良
が

実
施
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

町
の
計
画
図
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
踏
切
直
前
の
危
険
な
横

断
状
況
を
改
善
す
る
た
め
委
員

会
と
し
て
現
状
を
把
握
す
る
中

で
「
ど
う
い
う
対
策
が
必
要
な

の
か
」「
ま
た
ど
う
い
う
効
果
が

あ
る
の
か
」
を
話
し
合
い
、
有

効
な
対
策
で
あ
れ
ば
町
に
提
案

し
て
い
き
た
い
と
し
て
、
現
地

視
察
を
行
い
再
度
議
論
し
た
。

踏
切
周
辺
の
道
路
整
備

Ｊ
Ｒ
土
山
駅
西
踏
切
の
県
道

別
府
平
岡
線
と
町
道
古
宮
土
山

線
の
交
差
部
分
に
つ
い
て
、
町

よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
の
進

め
方
及
び
用
地
買
収
の
経
過
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

経
過
説
明
で
は
、
過
去
か
ら

踏
切
周
辺
の
安
全
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。
特
に
平
成
15
年
か

ら
16
年
頃
に
か
け
て
、
地
下
道

や
歩
道
橋
に
つ
い
て
の
検
討
が

さ
れ
た
が
、
地
下
道
は
、
防
犯

上
の
課
題
が
あ
る
と
地
元
か
ら

強
い
反
対
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
歩
道
橋
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
の
基
準
を
遵
守
す

れ
ば
、
構
造
上
利
便
性
の
悪
い

施
設
と
な
る
こ
と
か
ら
平
面
交

差
案
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
整
備
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
町
道
本
荘
土
山
線
の
一

方
通
行
廃
止
が
不
可
欠
と
な
っ

た
経
緯
が
あ
る
。

用
地
買
収
に
つ
い
て
は
、個
々

の
地
権
者
と
の
交
渉
は
進
展
せ

ず
、
代
表
者
を
決
め
交
渉
し
た
。

そ
の
後
、
物
件
補
償
費
や
用

地
買
収
価
格
、
代
替
地
価
格
を

提
示
し
、
全
員
の
意
見
を
ま
と

め
て
ほ
し
い
と
再
三
依
頼
し
交

渉
し
た
が
、
権
利
者
の
同
意
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯

が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
は

平
成
21
年
度
ま
で
の
間
に
事
業

を
完
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
年
度
は
限
ら
れ
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
で
の
交
差

点
改
良
を
断
念
し
た
。

▲多くの意見が出された住民懇談会（南部コミセン）

ＱＡ Ｑ

■
７
月
20
日
開
催

■
８
月
10
日
開
催

■
８
月
１
日
開
催

前
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
議
会
活
性
化
に
つ
い
て
、
議

会
基
本
条
例
を
策
定
す
る
こ
と

に
重
点
を
お
き
、
協
議
す
る
。

議
会
の
活
性
化
に
向
け
て
取

り
組
む
会
議
の
進
め
方
と
特
別

委
員
会
を
ど
う
す
る
の
か
。
協

議
の
結
果
、
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、
議
会
基
本
条
例
に
お
け

る
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

は
各
議
員
の
意
見
を
聴
取
す
る

こ
と
と
し
た
。

特
別
委
員
会
は
設
け
ず
、
議

会
運
営
委
員
会
で
審
議
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
議
会
基
本
条

例
に
つ
い
て
は
議
員
定
数
を
最

重
要
課
題
と
し
、
年
度
内
を
目

標
に
議
会
基
本
条
例
の
骨
格
を

策
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

基
本
条
例
の
中
の
委
員
会
の

運
営
を
ど
う
す
る
か
、
常
任
委

員
会
数
の
制
定
に
も
か
か
わ
っ

て
く
る
た
め
、
ま
ず
議
員
定
数

を
決
め
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ

り
、
議
会
基
本
条
例
を
作
成
す

る
中
で
議
員
定
数
に
的
を
絞
っ

て
全
員
協
議
会
で
意
見
を
聞
く

こ
と
と
し
た
。

全
員
協
議
会
で
意
見
を
聞
き
、

議
員
定
数
を
削
減
す
る
と
い
う

方
向
性
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

次
に
提
案
の
実
施
時
期
に
つ

い
て
も
９
月
議
会
か
年
度
内
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

議
員
定
数
は
、
各
議
員
の
意

見
を
も
と
に
14
人
定
数
で
確
認

し
、
議
員
発
議
の
議
案
と
し
て

上
程
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

Ｑ

議議議議

会会会会

運運運運

営営営営

議
会
基
本
条
例
作
成
に
向
け
て

■
４
月
15
日
開
催

■
６
月
27
日
開
催

■
８
月
７
日
開
催

■
５
月
23
日
開
催

■
６
月
６
日
開
催

建建建建

設設設設

水水水水

道道道道

■
７
月
11
日
開
催

■
８
月
11
日
開
催

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

視
察
研
修

■
７
月
１
日
（
徳
島
県
上
勝
町
）

彩
り
事
業
の
実
態
や
ゴ
ミ
の

34
分
別
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

■
７
月
２
日
（
徳
島
県
石

井
町
）

知
的
障
が
い
者
通
所
授

産
施
設
「
れ
も
ん
」
の
運

営
と
、「
障
害
者
自
立
支

援
法
」
に
対
応
し
た
運
営

方
針
、
利
用
者
の
自
己
負

担
な
ど
を
調
査
し
た
。

介
護
保
険
制
度

本
年
度
に
策
定
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
第
４
期
事
業
計

画
が
決
ま
る
中
で
、
介
護
保
険

料
の
基
準
月
額
を
算
定
し
、
そ

れ
を
来
年
３
月
議
会
に
提
案
す

る
予
定
で
す
。

要
介
護
認
定
率
は
、
平
成
17

年
度
か
ら
下
降
線
を
た
ど
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
健
康
な
高
齢

者
が
増
え
た
の
か
、
認
定
基
準

が
厳
し
く
な
っ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
介
護
保
険
の
制
度
自
体
が

利
用
し
に
く
い
の
か
。

高
齢
者
は
毎
年
、
約
２
６
０

人
ず
つ
増
え
て
い
る
。
認
定
方

法
は
変
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、

申
請
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
は
、
制
度
発
足
当
時
か
ら
認

定
者
の
約
80
％
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
者
数
は
。

申
込
者
は
延
べ
２
０
８
人
だ

が
、
他
市
町
村
へ
の
転
出
者
、

死
亡
者
、
他
の
施
設
と
の
掛
持

ち
者
を
除
く
と
実
質
１
０
８
人

と
な
る
。

障
が
い
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
に
年
齢
制
限
は
あ
る
の
か
。

障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な

る
が
、
16
疾
病
に
該
当
す
れ
ば

40
歳
以
上
の
方
で
も
該
当
。

「
あ
え
の
里
」
を
視
察

平
成
21
年
度
か
ら
、
公
益
事

業
と
し
て
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
を
実
施
予
定
。

民民民民

生生生生

生生生生

活活活活

ゴ
ミ
の
34
分
別
な
ど
を
視
察

■
８
月
８
日
開
催

ＱＡＱＡＱＡ

▲さまざまなリサイクル品が並ぶ（上勝町にて）

▲ＪＲ土山駅西踏切直前の危険な横断状況

JR土山駅 

N

土山駅西 
有料自転車駐車場 

であいのみち 

町
道
本
荘
土
山
線 

県
道
別
府
平
岡
線 

町
道
古
宮
土
山
線

町
道
古
宮
土
山
線 

町
道
古
宮
土
山
線 


